
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

No.2022 
8月 21日例会 プログラム 「イニシェーションスピーチ」   三谷 尚三君 
8月 28日例会 プログラム 「夏休み家族例会」   於：せとうち児島ホテル 
8月 21日のメニュー ・米山ランチ（夏野菜と鶏肉のカレー・野菜サラダ・コーヒー） 
 

前回（8 月 7 日）例会記録 
 

会員総数 33名 出席者数 25名 欠席者数 8名 出席率 75.76％ 前回補正率 90.91％ 
前回補正者 小野君 富永君 

出
席
報
告 欠 席 者 藤田君 石川君 井上君 松尾君 仲田君 小野君 富永君 山田(次)君 
 
 会 長 挨 拶   
 
 ようこそお出でくださいました。先日、「成人年齢 18 歳に引下げ」で税収への影響は？との記

事を読みました。法制審議会がこのほど、現在 20 歳と定めている民法の成人年齢を 18 歳に引下

げるのが適当との報告書をまとめた結果、他の法律や税収への影響が注目されるとの記事です。

20 歳未満の飲酒や喫煙は法律で禁止されていますが、それらの法律への年齢に及ぶものか、が議

論される事になりそうです。確かに、18 歳から飲酒、喫煙ができるとなれば酒税・たばこ税の税

収は増えますが、一方では、青年への健康面や社会全体に与える影響もあり社会保険費の支出増

という結果にもなりかねません。報告書での成人年齢の引下げの意義が、若者を将来の国造りの

中心としていくという国の強い決意を示すことで、若者の自立を援助する様々な施策の推進力に

なることが期待できる、としている事から他の法律、税収との関連性は無いのかもしれません。  
 会 長 報 告   
 
・ 8月 6日友好クラブの大阪リバーサイド RCに表敬訪問として幹事と共に例会出席して参りました。 
・ 本日例会後、理事役員会を開催します。理事・役員の方は出席お願い致します。  
 幹 事 報 告   
 
・ 葛尾ガバナー事務所より①2010-2011 年度青少年交換派遣学生の募集案内、②北朝鮮拉致被害者家族に

対する支援金協力についてのお願い、③ロータリーカード加入のお願いが届いております。 
・ 倉敷南 RCより故武田鐵也パストガバナー「お別れの会」についてのご案内が届いております。 
  日時：平成 21年 8月 22日(土)11:00～12:30  場所：岡山プラザホテル 5階「延養の間」 

・ 玉野まつり振興会より第 40回玉野まつり協賛のお礼が届いております。 
・ 国際ソロプチミスト玉野より会報が届いております。 
・ 玉野市科学教育研究会より玉野市児童生徒科学研究発表会作品展への協賛のお願いが届いております。 
・ 岡山県共同募金会玉野市会より平成21年岡山県共同募金会玉野市会運営委員会開催のご案内が届いております。 
  日時：平成 21年 8月 28日(金)午前 10:00  場所：日の出ふれあい会館 

・ 他クラブの週報及び例会変更通知は回覧させて頂きます。  
 第 2回定例理事役員会議事録 8月 7日   
 
・ 北朝鮮拉致被害者家族に対する支援金協力について ⇒ 社会奉仕委員会が募金箱を例会で廻す。 
・ 玉野市児童生徒科学研究発表会作品展への協賛について ⇒ 例年通り 10,000円の寄付をする。  
 委 員 会 報 告   
 
・ 親睦・家族委員会（岡委員長）：①<誕生日祝>上原君 5日、岸君 14日 <結婚記念日祝>石川君 19日。 
  ②夏休み家族例会のご案内： 日時：8月 28日(金)19:20～  於：せとうち児島ホテル 
  ③本日から役員の席順の札には役員名を記載しておりますので、役員以外の方は役員の席順の札を置い

たテーブルには着席しないようお願い致します。 
・ 社会奉仕委員会（三宅(孝)委員長）:①8月 1日(土)の玉野まつりおどり大会でのバザーへのご協力有難う 
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  ございました。8月 3日(月)の報告会と慰労会に会長・幹事・三宅(照)会員と私が出席して参りました。 
  売上は 68,000円で会員数の減少に伴い商品数が少なくなっていることから売上が毎年下がり気味ですが、

バザーを継続していきたいので玉野 RCの方々にご協力をお願いしたいとの依頼があり、会長以下協力に

快諾する旨の返事をしてきました。②9月 20日(日)のエコライフ玉野主催の「里山を守ろう！体験学習」

の第 4回講座「竹炭の浄水効果を調査」への参加をお願い致します。また、後日ご案内を致します。 
・ ハイロー会（谷口ハイロー会幹事）：第 168回ハイロー会のご案内 <9月 20日(日)10:32～ 瀬戸大橋 CC>  
 スマイル・ボックス   
 
・岸君－①葛尾地区ガバナーから入会に当たってバッチをつけて頂いた名誉に感謝。②玉野祭りボランテ

ィアご苦労様でした（体調悪く失礼させて頂きました）。③誕生月。 
・三宅(孝)君－①夏祭りバザー協力ありがとうございました。②初孫が出来ました、女の子です。 
・三宅(照)君－玉野まつり、ロータリーの皆様参加ありがとう。  ・島田君－遅刻。 
・白石君－本日卓話します。  ・東川君－①入会式。②早退。  ・大西君－手術の為、早退します。 
 
 プ ロ グ ラ ム  「会員増強及び拡大月間に因んで」 職業分類・会員増強委員会 白石富喜太委員長 
 
 本日、皆様のお手元に 40年間の玉野 RC会員の増減変動表と入会者・退会者の一覧を配付させて頂きま

した。最多年度は 56人の会員がいた 1992-93年度で、昨年度は 33人です。理想的には 50人位が健全な財

政運営が出来て一番良いと思いますが、なかなか会員増強がままならないというのが現状であります。第

2690地区全体で見てみると、この 5年間で 200人位の会員が減っているのが実情ですし、日本全体のロー

タリークラブの会員も減っております。これは経済的な問題もあるでしょうし、ロータリークラブに入っ

てメリットが何であるかの考え方の問題でもあると思います。そのメリットを考えて頂きたいと思います。

ロータリークラブに入ったからお金が儲かるとか仕事が増えるとか、そういうことで入られることではな

く、やはり人間形成になりますし、異業種の方とお友達になれる訳ですから、そういう意味でメリットが

あると考えて頂く事が一番良いのではないかと思います。実際は、当クラブの会員数をせめて 40人位にし

たいと思っております。ただ、私の仕事の関係上、玉野市内でご商売をされている方を全く存じ上げてい

ないという弱点が私にありますので、是非皆様に出来れば一人 1名位の推薦をお願いしたいと思います。 
 私は玉野 RCに入会して 20数年になります。20数年前の当時会長であった山田先生が私の会社へ勧誘の

ために 2 度来て頂きました。ライオンズクラブとロータリークラブの歴史・格式の違いのお話をされたよ

うな気が致しますが、今思うとその通りだと思います。その当時は昭和 60 年頃で、造船不況の時でした。

私が仕事を始めた頃は造船業界の景気が良かった頃でどんどん業務を拡張していたものですから、人員を

増員しており、造船の仕事が無くなるとは思っていませんでした。実は、山田先生に来て頂いた頃には会

社はリストラをしていました。従業員の首を切ることは非常に辛いことで、2 度とこのようなことをして

はいけないと思っていた頃でした。今のままこんな狭い世界の中にいてはいけないと思い、玉野 RCに入っ

てみよう、それも自分のお金でと思いました。それで入会後 3 年間は自費で会費を払っていました。入会

してどうだったかというと、私の知らない職種の方と広くお話が出来たことです。メリット・デメリット

の観点からは、人間形成においてロータリークラブは非常に良い場所ではないかと今でも思っています。 
 私事ですが、以前ある船会社に LPG 運搬船の基本設計図を納めましたが、今、船を造ってもペイ出来な

いので図面代を半分にするようにと要請がありました。そこの船主はロータリークラブのメンバーである

ことがわかり、私は約束を守らないということはロータリークラブの精神に反しますよと申し上げました

ところ、値切ることもなく、後に最後のお金は直接会社へ持って来ていただきました。ロータリークラブ

は何と素晴らしい人の集りだと私はその時に思いました。もう１つは、中国の舟山市が日中合弁の設計会

社を作りたいので是非協力してくださいということで 7月 5日から 10日まで同市へ行ってきました。これ

には札幌在住の中国人の開業医の方が患者である海事代理士に当社を紹介して頂いた経緯がありました。 
 私は北海道へ行ってお医者さんにお会いしお話をしていましたら、私のロータリークラブのバッチを見て、

白石さんはロータリークラブの会員ですかと尋ねられましたので、私は岡山県玉野市のロータリークラブ

の会員ですと申し上げましたら、そのお医者さんは上海の大学の医学部を卒業されてその後北海道大学の

医学部へ留学されて奥様も一緒に来られましたが、非常に貧しく毎日大学へ行くのが辛かったとおっしゃ

っておられました。ところが札幌のロータリークラブが米山奨学生に推薦して下さり、米山の奨学金を 2
年頂いて、子供もできて無事北海道大学大学院を卒業でき、開業もできましたとおっしゃっておられまし

た。他の設計会社も実は紹介していたようですが、白石さんがロータリークラブの会員であれば絶対に間

違いないと言われ、人間的にそういうふうに見て頂けたということで、舟山市出身である奥様と一緒に同

市へ行ってきました。 
 ロータリークラブというところは、人を引き付け、人を信用させるところである。自分を信用してくれ

る、自分も相手を信用する。そういうメリット、お金に関してのメリットではなく、人間性に関するメリ

ットが随分あるものだと、世界的にそういうものが通用する会であると実感しております。 
  



 

< ３ > 

 
  



 

< ４ > 

 


